
ぎ
み
に
進
み
聖
沢

を
渡
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
さ
ら
に

二
一
〇
〇
メ
ー
ト

ル
ま
で
登
っ
て
い

る
。
地
図
に
は
登

山
道
の
記
載
は
な

く
、
現
在
の
登
山

道
と
も
違
っ
て
い

る
。
聖
沢
上
部
の

一
六
〇
〇
メ
ー
ト

ル
辺
り
に
半
円
の

印
が
、
二
一
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
聖
沢
沿
い
に
小
屋
の
印
が
鉛
筆
書
き
さ

れ
て
い
る
。
聖
平
近
く
の
沢
の
名
前
が
二
つ
書
き
込

ん
で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
聖
嶽
に
は
赤
鉛
筆
の
太
い
ア

ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
書
き
込
み
に
対
す
る
作
品
は
と
探
す

と
、『
わ
が
愛
す
る
山
々
』
の
「
聖
岳
」
が
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
五
年
五
月
二
十
九
日
か
ら
六
日
間
の
山
行

の
模
様
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
ジ
ー
プ
で
の
送
迎

な
ど
、
中
部
電
力
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ア
プ
ロ
ー
チ

は
優
雅
な
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
聖
沢
度
を
過

ぎ
た
と
こ
ろ
に
東
海
パ
ル
プ
の
聖
事
務
所
が
あ
り
、

行
き
帰
り
と
も
こ
こ
に
泊
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
小
屋

の
前
か
ら
は
、
そ
の
年
の
一
月
に
登
ろ
う
と
し
て
果

た
さ
れ
な
か
っ
た
（『
わ
が
愛
す
る
山
々
』
の
「
笊
ヶ

岳
」
に
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
）、
笊
ヶ
岳
の
連
峰

が
綺
麗
に
見
え
た
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
聖
平
小
屋

に
も
行
き
帰
り
泊
ま
っ
て
い
る
。
天
候
不
順
で
茶
臼

岳
ま
で
足
を
延
ば
す
予
定
は
切
り
上
げ
た
が
、
一
行

は
無
事
聖
岳
に
は
登
る
こ
と
が
で
き
、
六
日
間
の
旅

を
終
え
た
。

『
わ
が
愛
す
る
山
々
』　
「
聖
岳
」

『
日
本
百
名
山
』　
「
聖
岳
」

　

大
菩
薩
岳
の
名
称
に
つ
い
て
の
話
題
で
す
。
国
土

地
理
院
の
地
形
図
に
は
「
大
菩
薩
嶺
」
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、『
日
本
百
名
山
』
で
は
現
在
「
大
菩
薩
岳
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

望
月
達
夫
氏
は
、
武
田
久
吉
博
士
が
大
菩
薩
嶺
の

山
名
の
誤
り
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
事
を
著
書
の
中
に

書
い
て
い
ま
す
。
武
田
博
士
は
「
つ
い
で
に
い
う
が

大
菩
薩
岳
と
あ
る
べ
き
山
に
大
菩
薩
嶺
と
官
行
の
地

図
に
あ
る
た
め
、
誰
も
彼
も
嶺
に
行
こ
う
と
い
っ
て

出
か
け
て
い
く
。
こ
の
字
は
大
菩
薩
峠
と
あ
る
所
に

記
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
嶺
は
峠
を
意
味
す
る
漢
字
な

の
で
あ
る
。」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
深
田
久
弥
に
書
き
送
っ
て
と
こ
ろ
、

折
返
し
「
大
菩
薩
岳
ご
忠
告
あ
り
が
と
う
。
次
の
版

で
訂
正
し
ま
す
。」
と
の
ハ
ガ
キ
を
も
ら
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
情
で
「
嶺
」
は
「
岳
」
に
変
わ
っ

た
訳
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
と
漢
和
辞
典
に
当
っ
て

み
た
。
大
漢
和
辞
典
第
四
巻
（
諸
橋
轍
次
著
大
修
館

書
店
）
で
は
説
明
は
漢
文
で
分
か
り
づ
ら
い
。
他
に

捜
す
と
、新
訂
字
統
（
白
川　

静
著
平
凡
社
）
に
は
、

同
じ
漢
文
を
わ
り
と
平
易
に
書
か
れ
て
い
た
の
で
、

前
半
を
引
用
し
て
み
ま
す
。「
声
符
は
領（
り
ょ
う
）。

領
は
え
り
く
び
を
い
う
。〔
説
文
新
附
〕
九
下
に
「
山

道
な
り
」
と
あ
り
、〔
正
字
通
〕
に
「
山
の
肩
領
、

道
路
を
通
ず
べ
き
者
」
と
す
る
。
山
頂
を
い
う
峰
・

頂
に
対
し
て
、
そ
の
か
た
そ
ば
を
嶺
と
い
う
が
、「
峯

嶺
高
峻
」（
こ
う
れ
い
ほ
う
し
ゅ
ん
）
の
よ
う
に
合

わ
せ
て
い
う
こ
と
も
あ
る
。」

　

こ
の
辞
書
の
内
容
か
ら
し
て
「
岳
」
に
軍
配
が
上

が
る
と
考
え
ま
す
。

　

で
は
、
ど
の
版
で
変
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ハ

ガ
キ
の
日
付
は
昭
和
四
十
四
年
□
月
二
十
六
日
な
の

で
昭
和
四
十
四
年
以
降
の
版
を
探
し
た
。
昭
和

四
十
四
年
五
月
二
十
日
付
十
一
刷
は
ま
だ「
嶺
」だ
っ

た
。
十
二
刷
以
降
を
ま
だ
発
見
し
て
い
な
い
。

　

今
回
の
地
形
図
は
以
前
に
登
場
し
た
「
赤
石
嶽
」

で
す
。
こ
れ
は
地
勢
図
「
甲
府
」
の
一
六
番
で
す
。

　

北
は
荒
川
岳
か
ら
光
岳
ま
で
の
南
ア
ル
プ
ス
南
部

の
地
図
で
す
。
何
箇
所
も
赤
鉛
筆
の
ラ
イ
ン
や
書
き

込
み
が
あ
る
が
、
今
回
は
聖
岳
に
焦
点
を
当
て
て
み

ま
す
。
赤
鉛
筆
の
ラ
イ
ン
は
、
聖
沢
の
出
合
か
ら

一
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
辺
り
ま
で
登
り
、
ト
ラ
バ
ー
ス

 
山
の
文
化
館
だ
よ
り

深
田
久
弥　

山
の
文
化
館

〒
九
二
二
─
〇
〇
六
七

石
川
県
加
賀
市
大
聖
寺
番
場
町
十
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
七
六
一
）
七
二
─
三
三
一
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
七
六
一
）
七
二
─
一
一
八
一

令和２年
春号

久
弥
と
五
万
分
の
一
地
形
図
と
赤
鉛
筆
と

そ
の
９　

深
田
久
弥

　「
嶺
」
と
「
岳
」



編
集
後
記
〜

　
令
和
二
年
春
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
桜
は
例
年
通
り
策

誇
っ
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
で
久

弥
祭
の
中
止
や
臨
時
休
館
と
す
べ
て
が
変
則
的
で
す
。

　
一
日
も
早
い
終
息
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
『
竜
頭
索
道
』・
・
。
意
味
も
良
く
解
ら
な
い
ま
ま

に
頁
を
開
く
と
、
そ
の
当
時
の
写
真
や
地
図
、
資
料

な
ど
に
混
じ
っ
て
、
何
と
も
温
か
み
の
あ
る
「
座
光

寺　

厚
氏
」（
編
集
者
の
一
人
）
に
よ
る
挿
絵
に
目

を
奪
わ
れ
た
。
読
み
進
む
う
ち
に
、
当
時
の
人
た
ち

が
伊
那
谷
か
ら
遠
山
谷
ま
で
の
急
峻
な
山
道
を
、
人

馬
に
代
わ
っ
て
主
に
木
材
を
運
ぶ
た
め
に
、
非
常
な

努
力
を
し
て
作
ら
れ
た
空
中
輸
送
機
器
だ
と
解
っ

た
。

　

深
田
久
弥
も
「
光
岳
」
登
山
の
た
め
に
こ
の
索
道

を
使
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
二
人
が
索
道

の
吊
柄
に
し
が
み
つ
き
な
が
ら
背
中
合
わ
せ
に
座

り
・
・
・
」
と
続
く
の
だ
が
、
何
と
も
滑
稽
で
恐
ろ

し
い
情
景
が
思
い
浮
か
べ
ら
れ
る
。

　

時
に
は
故
障
も
あ
り
、
死
亡
事
故
も
あ
っ
た
索
道

だ
が
、
大
正
か
ら
昭
和
の
初
期
ま
で
運
航
の
後
、
時

代
の
変
遷
を
経
て
新
し
く
自
動
車
道
や
、
ト
ン
ネ
ル

開
通
な
ど
と
進
み
、
現
在
の
喬
木
村
と
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
単
な
る
資
料
で
は
な
く
、
高
齢
と
な
ら
れ

た
当
時
の
方
た
ち
の
話
や
、
懐
か
し
い
道
具
の
写
真

な
ど
、
村
民
一
同
が
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
「
温
故

知
新
」
の
教
え
を
も
っ
て
作
り
上
げ
た
貴
重
な
一
冊

の
本
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｙ
・
Ｋ
）

　

朝
、
門
を
開
け
て
中
に
入
る
と
、
イ
チ
ョ
ウ
の
枝

の
切
れ
端
が
い
く
つ
も
落
ち
て
い
る
。
木
口
は
真
新

し
く
綺
麗
で
あ
る
。
何
か
？
？

　

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
三
月
は
カ
ラ
ス
の
巣
作

り
の
季
節
な
の
で
、
枝
を
折
っ
て
い
く
と
き
に
出
来

た
折
れ
ク
ズ
で
は
な
い

か
、
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
偶
然
に

も
、
カ
ラ
ス
が

枝
を
取
っ
て
い

く
と
こ
ろ
を
目

撃
し
た
。
そ
れ

で
な
る
ほ
ど
と
納

得
し
た
。

各種お知らせ詳細はホームページをご覧下さい
深田久弥山の文化館ホームページ　http://www2.kagacable.ne.jp/~yamabun

　
春
の
き
ざ
し

　『
竜
頭
索
道
』
を
読
ん
で

こ
の
一
冊

　『
竜
頭
索
道
』
と
題
す
る
本
が
あ
り
ま
す
。
長

野
県
下
伊
那
郡
喬
木
村
の
教
育
委
員
会
に
電
話
し

て
買
い
求
め
た
物
で
す
。
深
田
久
弥
が
、
昭
和
十

年
八
月
光
岳
に
向
か
う
時
、
飯
田
か
ら
上
村
程
野

ま
で
乗
っ
た
の
が
こ
の
索
道
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
読
後
感
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。皆
様
も
、

ぜ
ひ
一
度
目
を
通
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

＊
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い

 

五  

月  

十
五 

日
（
金
）

　『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
阿
蘇
山
」

 

六  

月  

十
九 

日
（
金
）

　『
百
名
山
以
外
の
名
山
五
十
』
よ
り
「
笈
ヶ
岳
」

 

七  

月  

十
七 

日
（
金
）

　『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
至
仏
山
」

　●
場
所
＝
深
田
久
弥
山
の
文
化
館

●
時
間
＝
午
後
一
時
半
よ
り
三
時

●
聞
こ
う
会
予
定

●
読
書
会
の
お
誘
い

月
に
一
度
、
山
に
関
わ
る
お
話
を
聞
い
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
聴
講
無
料
）

　

午
後
一
時
半
よ
り
三
時

　

深
田
久
弥
山
の
文
化
館
聴
山
房

『
日
本
百
名
山
』
な
ど
深
田
久
弥
の
作
品

を
読
ん
で
、
山
や
そ
の
自
然
、
文
化
に
つ

い
て
語
り
あ
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
下
さ
い
。　
　
　
　
　
（
参
加
無
料
）

■
五
月
十
七
日
（
日
）

演
題
：
白
山
開
山
の
歴
史

講
師
：
白
峰
林
西
寺
住
職　

加
藤　

彰
教 

氏

　
■
六
月
二
十
一
日
（
日
）

演
題
：
白
山
の
気
象
と
観
天
望
気

講
師
：
石
川
県
自
然
解
説
員
研
究
会　

山
下　

光
信 

氏

　
■
七
月
十
九
日
（
日
）

演
題
：
白
山
と
写
真
と
私

講
師
：
石
川
県
自
然
解
説
員
研
究
会　

荒
牧　

良
一 

氏


